
謹賀新年
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
参
議
院
選
挙
で
自
治

労
組
織
か
ら
出
馬
し
た
相
原
久
美

子
さ
ん
の
比
例
区
最
高
点
当
選
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
た
ち
も
、
自
治
労
も
組
織

力
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
な
ん
と
言
っ
て
も

ご
家
族
を
含
め
た
皆
様
の
ご
奮
闘

の
お
蔭
で
す
。

民
主
党
が
大
勝
し
、社
民
党
、国

民
新
党
な
ど
野
党
を
結
集
す
る
と
、

民
主
党
中
心
に
参
議
院
で
議
席
の

過
半
数
を
確
保
し
与
野
党
逆
転
と

な
り
ま
し
た
。
小
泉
総
理
に
続
く

安
倍
総
理
も
結
局
は
無
惨
な
退
陣

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
新
し

い
福
田
内
閣
も
発
足
早
々
か
ら
立

ち
往
生
気
味
で
す
。
政
治
の
流
れ

は
、完
全
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
追
随
し
、
国
際
世

論
に
反
し
、
い
ま
だ
に
自
衛
隊
を

イ
ラ
ク
に
派
遣
し
続
け
る
日
本
。

ご
く
最
近
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総

選
挙
で
も
十
一
年
間
続
い
た
保
守

連
合
政
権
が
敗
北
し
、
ア
メ
リ
カ

追
随
を
批
判
す
る
労
働
党
へ
の
政

権
交
代
が
実
現
し
た
り
、
ブ
ッ
シ

ュ
大
統
領
に
協
力
的
で
あ
っ
た
イ

ギ
リ
ス
の
ブ
レ
ア
首
相
の
退
陣
な

ど
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統

領
に
協
力
し
て
き
た
政
権
が
交
代

す
る
と
い
う
傾
向
が
各
国
で
続
い

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
新
し
い
特

徴
は
、
わ
れ
わ
れ
わ
れ
の
運
動
に

も
刺
激
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
今
年
も
次
の
こ
と

を
基
本
に
す
え
て
退
職
者
運
動
を

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
�
年
金
・
医
療
・
税
制
な
ど

の
当
面
す
る
制
度
改
悪
に
反
対

し
、
真
の
改
革
を
求
め
る
。

２
�
現
・
退
一
致
の
推
進
を
は

か
る
。

３
�
高
齢
者
、
勤
労
者
、
社
会

的
弱
者
な
ど
と
の
連
帯
の
輪
を

ひ
ろ
げ
る
。

４
�
「
平
和
な
く
し
て
社
会
保

障
の
充
実
な
し
！
」
こ
の
理
念

を
失
わ
な
い
こ
と
。

加
え
て
、「
組
織
の
強
化
・
拡
大
」

と
「
運
動
の
全
国
発
展
」
も
新
し

い
情
勢
に
見
合
う
課
題
で
す
。

１
�
２
０
１
１
年
の
結
成
４０
周

年
を
目
標
に
２５
万
人
の
組
織
体

制
を
確
立
す
る
。

２
�
県
本
部
、
単
会
の
専
従
的

（
定
例
曜
日
・
定
例
時
間
の
常

駐
・
常
勤
）体
制
を
確
立
す
る
。

３
�
保
険
事
業
運
動
の
新
し
い

位
置
づ
け
と
取
組
み
の
強
化
を

め
ざ
す
。

４
�
中
央
・
地
方
の
退
職
者
連

合
の
組
織
と
運
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
。

先
進
国
の
中
で
、
社
民
党
や
労

働
党
が
政
権
を
担
っ
た
こ
と
が
な

い
の
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
だ
け
だ

と
か
。
不
思
議
な
く
ら
い
で
す
。

し
か
し
、
今
や
わ
が
国
で
政
権
交

代
の
強
い
可
能
性
が
視
野
に
入
っ

て
き
て
い
ま
す
。

政
局
（
国
会
情
勢
）
は
、
流
動

的
で
す
。
明
ら
か
に
攻
め
手
は
わ

れ
わ
れ
の
側
で
す
。
間
違
い
な

く
、
今
年
２
０
０
８
年
中
に
解
散

総
選
挙
は
実
施
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
も
加
わ
っ
て
つ
く
っ

た
政
権
交
代
へ
の
チ
ャ
ン
ス
が
生

か
さ
れ
る
た
め
に
、
常
在
戦
場
、

組
織
の
総
力
を
挙
げ
る
決
意
を
確

認
し
合
っ
て
、
こ
の
新
し
い
年
を

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
職
者
会
の
皆
様
に
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
７
月
の
参
院
選
に
お
い
て
、

与
党
は
歴
史
的
大
敗
を
喫
し
た
の

に
対
し
、
民
主
党
を
は
じ
め
と
す

る
野
党
は
大
き
く
躍
進
を
果
た
し

ま
し
た
。
自
治
労
が
組
織
を
挙
げ

て
必
勝
を
め
ざ
し
た
「
あ
い
は
ら

く
み
こ
」
さ
ん
は
、
民
主
党
比
例

代
表
候
補
の
中
で
も
、
ト
ッ
プ
の

成
績
の
５
０
７
、７
８
７
票
を
獲

得
し
、
見
事
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。今
回
の
当
選
は
、

退
職
者
会
の
先
輩
方
の
な
み
な
み

な
ら
ぬ
ご
尽
力
の
賜
物
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
泉
政
権
か
ら
安
倍
政
権
に
継

承
さ
れ
た
構
造
改
革
路
線
は
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
破
壊
と
格
差
の
拡

大
を
も
た
ら
し
、
社
会
は
疲
弊
の

極
み
に
達
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
加

え
、
安
倍
政
権
の
国
粋
主
義
的
な

思
想
信
条
や
、
相
次
ぐ
強
行
採
決

に
顕
著
な
独
断
専
行
の
姿
勢
、
自

分
た
ち
と
相
容
れ
な
い
意
見
を
徹

底
し
て
排
除
す
る
姿
勢
、
そ
し
て

政
治
と
カ
ネ
の
問
題
に
真
摯
に
相

対
し
な
い
姿
勢
に
失
望
し
た
国
民

が
、安
倍
政
権
に
対
し
て
、「
ノ
ー
」

の
意
思
表
示
を
突
き
つ
け
た
の
が
、

７
月
の
参
院
選
の
結
果
で
し
た
。

安
倍
前
首
相
の
突
然
の
政
権
放

棄
に
よ
っ
て
成
立
し
た
福
田
政
権

も
、
あ
る
べ
き
姿
を
示
さ
な
い
ま

ま
、ま
ず
削
減
あ
り
き
の
前
提
で
社

会
保
障
政
策
を
論
じ
る
姿
勢
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、基
本
的
に
は
構
造

改
革
路
線
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。そ

し
て
、守
屋
前
防
衛
事
務
次
官
の
問

題
に
よ
っ
て
、改
め
て
露
呈
さ
れ
た

政
官
業
の
癒
着
構
造
は
、自
民
党
が

与
党
に
い
る
限
り
は
、
も
は
や
克

服
で
き
な
い
こ
と
を
、
雄
弁
に
物

語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
閉
塞
的
な

状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
も

は
や
政
権
交
代
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

来
る
べ
き
解
散
総
選
挙
も
に
ら

み
つ
つ
、民
主
党
は
、参
議
院
第
一

党
と
し
て
、政
策
立
案
に
よ
っ
て
政

権
担
当
能
力
に
磨
き
を
か
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。昨
年
、退
職
者

会
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
憲
章
」請
願
署
名

は
、自
治
労
の
１
４
５
万
筆
を
含
め

た
約
３
３
０
万
筆
を
国
会
に
提
出

し
ま
し
た
。今
後「
公
共
サ
ー
ビ
ス

基
本
法
」の
制
定
に
向
け
て
作
業
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。自
治
労

と
し
て
も
、自
治
研
活
動
の
蓄
積
を

継
承
・
発
展
さ
せ
、地
域
に
お
い
て
、

住
民
と
の
協
働
の
も
と
、公
共
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
、

す
べ
て
の
労
働
者
の
適
正
な
労
働

条
件
・
公
正
労
働
の
確
立
の
た

め
、
入
札
改
革
と
公
契
約
条
例
の

制
定
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し

た
労
使
関
係
を
構
築
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
労
働
基
本
権
回
復

に
向
け
て
、
公
務
員
制
度
改
革
基

本
法
の
制
定
が
、
今
年
の
大
き
な

焦
点
と
な
り
ま
す
。
現
場
に
お
い

て
も
、
基
本
権
回
復
実
現
の
た
め

に
、
労
使
交
渉
の
実
態
を
積
み
上

げ
、
交
渉
力
の
強
化
を
は
か
っ
て

参
り
ま
す
。
同
時
に
、
決
意
を
新

に
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
や
、
公

共
民
間
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
努

め
、
格
差
な
ど
社
会
の
不
条
理
を

糾
す
と
い
う
労
働
組
合
の
社
会
的

使
命
を
果
た
し
て
行
き
ま
す
。

先
輩
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な

く
し
て
、
真
に
勤
労
者
の
立
場
に

立
つ
「
労
働
を
中
心
と
し
た
福
祉

型
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
現
退
一
致
で
と
も
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
こ
そ
自
公
政
権
の
交
代
を

現
・
退
一
致
で「
福
祉
型
社
会
」を

ま がら えい きち

眞柄栄吉 自治退
会 長

おか べ けん じ

自治労
委員長岡部謙治

今年も元気に行きましょう
全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）

会

長

眞
柄

栄
吉
（
新

潟

県

退

職

者

の

会

）

副
会
長

樋
口

透
（
全

道

庁

退

職

者

会

）

副
会
長

佐
川
禮
三
郎
（
青

森

県

庁

退
職
者
の
会

）

副
会
長

福
田

利
久
（
自
治
労
横
浜

市
従
退
職
者
会

）

副
会
長

寺
西

盛
雄
（
石
川
県
職
員

退

職

者

会

）

副
会
長

金
原

亘
（
浜
松
市
職
員

退

職

者

会

）

副
会
長

小
橋

年
雄
（
大

阪

市

Ｒ
Ｒ
厚
生
会

）

副
会
長

石
井

卓
郎
（
尾
道
市
職
員

退

職

者

会

）

副
会
長

北
村

良
平
（
高
知
県
職
員

退

職

者

会

）

副
会
長

橋
口
甚
之
輔
（
福
岡
県
庁
退

職
者
協
議
会

）

事
務
局
長

吉
沢

弘
久
（
東
京
・
六
番
町

退

職

者

会

）

会

計

金
井

洪
司
（
東
京
・
合
同

退

職

者

会

）

事
務
局

次

長

川
端

邦
彦
（
東
京
・
保
健

福

祉

局

）

理

事

藤
田

惣
一
（
全

道

庁

退

職

者

会

）

理

事

三
浦

賢
伍
（
青
森
市
役
所

退
職
者
の
会

）

理

事

道
見

忠
弘
（
新

潟

県

退
職
者
の
会

）

理

事

佐
藤

太
良
（
茨
城
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

中
田

英
雄
（
さ
い
た
ま
市

退

職

者

会

）

理

事

山
本

昭
（
東
京
・
都
区
職

員
退
職
者
会

）

理

事

福
島

恒
男
（
東
京
・
新
宿
区

退

職

者

会

）

理

事

渋
谷

則
久
（
高
岡
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

志
村

忠
（
愛
知
・
名
友
会

）

理

事

三
村

義
夫
（
京
都
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

薮
田

真
一
（
奈
良
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

森
田

勝
（
神

戸

市

従

退

職

者

会

）

理

事

門
脇

美
生
（
松

江

市

退

職

者

会

）

理

事

松
野

昌
平
（
坂
出
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

鬼
束

政
人
（
自
治
労
宮
崎

県
本
退
職
者
会

）

理

事

蓮
尾

仲
次
（
熊
本
県
自
治
体

退

職

者

会

）

退
連
事
務

局
次
長

木
村

寛
（
東
京
・
主
税
局

退

職

者

会

）

退
連
幹
事

鈴
木

孝
子
（
東
京
・
町
田
市

退

職

者

会

）

会
計
監
査

三
島

一
郎
（
大
阪
市
職
員

退

職

者

会

）

会
計
監
査

加
藤

政
継
（
自
治
労
長
崎

県
本
退
職
者
会

）

自治労中央機関紙
発 行 所

全日本自治団体労働組合
東京都千代田区六番町１
TEL ０３－３２６３－０２７３
FAX ０３－５２１０－７４２２
定価一部３０円１年間９００円

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

（まがら えいきち）１９２９年（昭
和４年）生れ。５３年新潟県庁に
入職。自治労本部書記次長、財
政局長、書記長を歴任し、８３年
総評事務局長。０３年全日本自治
体退職者会会長、退職者連合会
長に就任。自治労顧問。

（おかべ けんじ）１９４８年（昭
和２３年）生れ。福岡県中間市役
所に入職。８３年から自治労福岡
県本部教宣部長、書記次長、書
記長を歴任。０１年自治労副委員
長。０５年自治労中央執行委員長
に就任。０７年連合会長代行。

退職者会版
問い合わせは

退職者会
本 部

０３－３２６２－５５４６
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未加入会員の方は、是非ご加入を！パンフレット請求は、各退職者会もしくは自治退サービスまで。

・・・・２００８年１月５日 ［旬刊（１の日発行）・１９５４年４月１７日第三種郵便物認可］号外（４）
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